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コーパスは基礎語彙を確定できるか？


































































タ（My Rank と 表 記 ），2009 年 に，
Routledge 社から出版されたFrequency 
dictionary of french（FDF と 表 記 ），

























FDF は 2,300 万語のデータ分析から上










































20%, 10%, 5%, 3%, 2%, 1%,... . というグ
ル ー プ と，10%, 9%, 8%, 7%, 6%, 5%, 
4%, 3%, 2%, 1%,... . というグループでは
同じ 3% の出現率でも前者は 1 位の 10 分



















方をしているものと，1,2,2,4,4,4,7,.. . . や
（Excel の RANK 関数がこの振り方をす







































fig-1 は My Rank をキーにして並べ直
した結果である。紙面の都合で画面が
小さくて見えにくいのが残念だが，My 





かる。まず第一に，FDF で 2 か所数値
が抜けている。具体的には du と au であ




















う。たとえば，TLF-B だけが être を動
詞と名詞で分けて計量している。データ
中で la 1 のように書いてあるものは，語














先ほどの fig-1 の数値は 3 つのコーパ
ス間で似通った数値だったが，fig-2 は
かなりばらついた印象を与える。しか
し，よく見てみると My Rank と TLF-B，
FDF と TLF-B はかなりズレているが，
My Rank と FDF の間にはさほど大きな
違いがない。1,000 あたりまで検討して
も，My Rank と FDF は比較的数値がま
とまっているのに対して，TLF-B だけが
やや異なった数字を示していることは，






















並べ直した場合，My Rank と FDF の数
値はばらばらであちこちが空白だらけ
になっている。しかし語をよく見ると，









































驚 い た こ と に，escargot は ラ ン ク 外
なのである。その他，escargot の前後
を 見 る と，girafe, zèbre, perroquet, 
crabe といった身近な動物や，confiture, 


























れているはずである。FDF と TLF-B は
追跡のしようがないが，My Rank では

























































頻度で出現する。たとえば grand, petit, 
























た 理 由 も 必 要 な の で あ る。 た と え ば，
homme, femme, chien というたった3語
の重要語データがあったとしよう。この



















































116 番目の acheter であり，次は 129 番目














































































































































































・Brunet, Etienne, Le vocabulaire français 
de 1789 à  nos  jours ,  I ,  I I ,  L ibra ir ie 
Slatkine, 1981.
・Deryle Lonsdale and Yvon Le Bras , 

















































号，2011 年 7 月。
5　日本のフランス語教科書は，まず第一に
－ 14 －
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文法に中心を置きすぎているし（文法の試
験をしたら 100 点の学生でもフランス語を
音読することさえできないことは珍しく
ない），少なくとも本論との関係からいえ
ば，語彙習得に対する配慮が欠けている。
最近でこそ巻末にグロサリーが付くように
はなったが，たとえば本文中で用いられて
いる語にバラエティが少ないとか，その割
に，あえて早期に身につける必要のない語
彙を用いているなど，どれくらいの語彙が
必要なのか，どの語彙から習得を始めるべ
きかといった配慮が足りないように思われ
る。
6　もちろん，見当はずれな語をきわめて多
く含んだ，学習用単語集としては首をかし
げざるを得ないものも多々ある。
7　おそらくウィトゲンシュタインの考える
家族的類似性と結びつく概念装置が潜んで
いると考えられる。出版された年も土地も
違い，対象とする読者も異なり，選んだ語
数にもかなり違いがあり，おそらくは互い
の存在さえ知らないであろう二つの語彙リ
ストのほとんど大部分が重なり合うという
事実は，「選者が重要（基礎的）だと思った
語」（家族性）という唯一の共通点しかな
く，それによって出来上がった語彙リスト
が極めて似通っている（類似性）という事
実はきわめて興味深い。
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